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2025 年６月期第２四半期(中間期)連結業績予想と実績値との差異及び 

2025 年６月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2024 年８月 14 日に公表しました 2025 年６月期第２四半期(中間期)の

連結業績予想値と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

併せて、2024 年８月 14 日に公表しました 2025 年６月期通期連結業績予想を下記のとおり修正しま

したので、お知らせいたします。 

記 

 

1. 2025 年６月期第２四半期(中間期)連結業績予想と実績値との差異について 

（2024 年７月１日～2024 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 2,210 △20 △27 △27 △1 円 00 銭 

実 績 値 （ Ｂ ） 2,197 △111 △119 △156 △5 円 65 銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △13 △90 △91 △128  ― 

増 減 率 （ ％ ） △0.6 ― ― ―  ― 

（参考）前期実績 

2024 年６月期第２四半期 
2,012 △404 △445 △727 △26 円 34 銭 

  



 
 

2. 差異の生じた理由について 

前回の業績予想と比較して減益となる主な要因は、製品の終売に伴い一部の装置が棚卸資産評価

損となったこと、また、関連子会社の再編により専門家報酬などの支払手数料が増加する見込みであ

ることから、事業構造改善費用が当初の想定よりも増加したためです。売上高については、

ELITechGroup 向けの OEM 製品を中心に、堅調に推移しており、概ね予想どおりの実績となっており

ます。 

一方で、費用面については、計画どおりに推移しており、引き続き販管費の抑制に努めて参ります。 

 

 

3. 2025 年６月期通期連結業績予想の修正について 

（2024 年７月１日～2025 年６月 30 日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 4,525 △45 △59 △59 △2 円 15 銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 4,619 △71 △74 △96 △3 円 50 銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 94 △26 △16 △37  ― 

増 減 率 （ ％ ） △0.0 ― ― ―  ― 

（参考）前期実績 

2024 年６月期 
3,979 △956 △1,010 △1,121 △40 円 59 銭 

 

 

4. 2025 年６月期通期連結業績予想の修正理由について 

期初の通期連結業績見通しに対して減益となる主な要因は、製品の終売に伴い一部装置が棚卸資

産評価損となったこと、関連子会社再編に伴う事業構造改善費用が想定よりも増加したことによるもの

です。 

 売上高については、ELITechGroup 向けの OEM 製品を中心に、堅調に推移しており、通期連結業

績見通しは、期初予測よりも若干上振れる見込みです。 

 

一方で、子会社の製造工場であるエヌピーエス㈱が実施している、当社以外の外部からの受託製

造事業であるモーター制御基板等の装置用モジュールが需要減少により、業績不振となっていること

から、Quaero 社との協議を通じた事業再編を検討しております。 

  



 
 

5. 第 40 期下期経営方針と取り組みについて 

現状を踏まえ、当社は、第40期下期経営方針を下記の内容で策定しました。 

 

「PSSはライフサイエンス・ヘルスケア事業において、ユニークなポジションを獲得し、成長に繋げる」 

① 顧客の信頼に応え、高品質製品の安定供給義務責任を果たす。 

・効率的な事業運営により、営業黒字及び経常黒字を早期に定着させる。 

・当社製の装置、試薬、消耗品の品質向上とコスト低減を推進し、付加価値向上を追及す

る 

② 汎用性の高い自動化プラットフォームを提供し、各種検査の精度向上とユーザビリティ 

向上に貢献する。 

・遺伝子検査向けプラットフォームを中心に高品質の製品とサービスを世界中に提供する。 

・強みである検査の自動化技術を用いた製品をより多くのお客様に提供する。 

 

この経営方針に基づき、当社が開発し製造する装置、試薬、消耗品等の PSS プラットフォームを世

界中のより多くのお客様に届けられるよう、新経営体制の下、各事業を迅速に推進してまいります。 

短期間で黒字化を達成し、次の成長に繋げる準備として、当中期経営計画（2027 年 6 月期迄）に

おいては、売上および利益計画の必達、抜本的な事業再編によるコスト削減施策を実行してまいりま

す。 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


